
 

  

第 233 回クラッシクファンのためのコンサート 

DUO OKAMOTO リサイタル  

ヴァイオリン 岡本伸一郎 

ピアノ    十川朋子 

＜プログラム＞ 

ブラームス 

ヴァイオリンとピアノのためのソナタ 第 1 番 ト長調 

「雨の歌」Op.78 

シューベルト 

ヴァイオリンとピアノのための幻想曲 ハ長調 D934 

 

 

第 233 回はヴァイオリンの岡本伸一郎氏とピアノの十川朋子氏によるデュオリサイタルを行いました。プ

ログラムは、ブラームス自身の歌曲「雨の歌」の主題を用いた「ヴァイオリンとピアノのためのソナタ」

と、シューベルトの傑作の 1 つである「ヴァイオリンとピアノのための幻想曲」でした。いずれも 30 分ほど

の聞き応えのある作品で、岡本氏のヴァイオリンからは、温かく柔らかな響きやすすり泣くような弱音、緊

張感ある音が奏でられ、それぞれの曲の表情が良く伝わってきました。ピアノの十川氏が楽しそうに演奏さ

れる姿も印象的で、お二人の躍動感溢れる掛け合いも十分に堪能したひとときでした。 

 

＜ご来場者のアンケートより＞ 

 どんどん引き込まれる美惑の音色。真夏の夜の夢

の世界。金縛りに微動だにできぬ体を抜け、魂は

自由に音色を楽しむ。素晴らしいの一言です。 

 コロナで出る直前まで迷ったものの、やっぱり来

て良かった。こんな時こそですね。シューベル

ト、ピアノの粒立った音に引き込まれました。お

二人、スタッフの皆様有難う。末永く続きますよ

うに。 

 ヴァイオリンとピアノのハーモニーが素晴らしか

ったです。岡本さんの音楽と向き合う姿勢にも感

銘を受けました。 

 目の前での演奏、目と耳と心で拝聴しました。ラストの部分、お二人とも楽しそうでしたね。 


